
編
集
経
過
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東
洋
大
学
は
、
井
上
円
了
が
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
に
哲
学
館
を
創
設
し
て
か
ら
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
に
創
立
一

〇
〇
周
年
を
迎
え
た
。
創
立
一
〇
〇
周
年
を
記
念
す
る
事
業
を
企
画
・
遂
行
す
る
た
め
に
、
一
九
七
九
年
四
月
に
創
立
一
〇
〇
周
年

記
念
事
業
委
員
会
が
発
足
し
た
。
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
『
東
洋
大
学
百
年
史
』
の
編
纂
・
刊
行
が
企
画
さ
れ
、
先
ず
編
纂
の

基
本
事
項
を
審
議
す
る
機
関
と
し
て
、
創
立
一
〇
〇
年
史
編
纂
委
員
会
が
一
九
八
二
年
七
月
に
福
鎌
忠
恕
委
員
長
を
中
心
と
し
て
発

足
し
た
。
続
い
て
創
立
一
〇
〇
年
史
編
纂
室
が
一
九
八
三
年
四
月
に
設
置
さ
れ
、
編
纂
業
務
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
『
東
洋
大
学
百
年
史
』
は
、
当
初
「
通
史
編
」
1
・
皿
・
皿
と
「
資
料
編
」
の
各
一
冊
（
一
〇
〇
〇
頁
）
、
計
四
冊
の
刊
行
が
計
画

さ
れ
、
そ
の
編
纂
の
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
資
料
の
収
集
・
整
理
が
編
纂
室
を
中
心
に
開
始
さ
れ
た
。

　
本
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
に
『
東
洋
大
学
創
立
五
十
年
史
』
が
、
一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
に
『
東

洋
大
学
八
十
年
史
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
編
纂
す
る
に
当
た
っ
て
、
多
く
の
資
料
が
収
集
・
整
理
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
収
集
資
料
は
僅
か
に
そ
の
一
部
が
図
書
館
の
片
隅
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の
資
料
は
既
に
散
逸
し
、

一
〇
〇
年
史
編
纂
に
継
承
・
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
一
方
、
学
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
文
書
資
料
は
、
昭
和

四
〇
年
代
以
後
の
も
の
が
比
較
的
に
ま
と
ま
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
れ
以
前
の
も
の
は
少
な
く
、
特
に
戦
前
の
も
の

は
無
に
等
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
資
料
状
況
の
た
め
、
先
ず
学
内
・
学
外
か
ら
資
料
を
収
集
・
整
理
す
る
作
業
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
り
、
国
立
公
文

書
館
お
よ
び
東
京
都
公
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
本
学
関
係
文
書
資
料
の
収
集
を
は
じ
め
、
校
友
・
関
係
者
か
ら
の
資
料
収
集
・

聴
き
取
り
調
査
な
ど
が
始
め
ら
れ
た
。



　
編
纂
室
の
発
足
当
初
は
、
田
中
菊
次
郎
編
集
長
を
中
心
に
、
宝
月
圭
吾
・
吉
田
幸
一
両
先
生
の
助
言
を
い
た
だ
き
、
数
名
の
職
員

と
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
っ
て
作
業
が
進
め
ら
れ
、
資
料
の
収
集
・
整
理
が
重
ね
ら
れ
る
と
と
も
に
、
「
東
洋
大
学
百
年
史
年
表
稿
」

（『

圏
m
大
学
史
紀
要
』
2
、
一
九
八
四
年
二
月
）
も
公
刊
さ
れ
た
。
田
中
編
集
長
は
一
九
八
四
年
四
月
に
急
逝
さ
れ
、
同
年
五
月
に

斎
藤
繁
雄
編
集
長
が
就
任
し
、
数
名
の
教
員
が
編
纂
室
員
に
兼
務
と
な
っ
て
作
業
を
継
続
す
る
こ
と
と
な
り
、
「
通
史
編
」
の
編
纂

に
先
立
っ
て
、
「
資
料
編
」
の
刊
行
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
だ
。

　
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
式
典
は
一
九
八
七
年
一
〇
月
に
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
向
け
て
編
纂
室
は
『
図
録
東
洋
大
学

一
〇
〇
年
』
を
刊
行
す
る
と
と
も
に
、
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
映
画
「
百
年
か
ら
の
出
発
ー
明
日
を
め
ざ
す
東
洋
大
学
ー
し
の
製
作

に
協
力
し
た
。
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
大
半
を
成
し
遂
げ
た
一
九
八
八
年
七
月
に
、
編
纂
室
は
大
幅
に
改
組
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
編
集
長
は
編
纂
室
長
と
改
め
ら
れ
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
九
年
二
月
に
斎
藤
編
纂
室
長
が
辞
任
、
三
月
か

ら
田
中
健
夫
編
纂
室
長
が
就
任
し
、
業
務
を
継
承
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、
福
鎌
忠
恕
編
纂
委
員
長
は
、
一
九
八
七
年
三
月
に

定
年
退
職
し
、
上
原
邦
雄
編
纂
委
員
長
が
そ
の
後
を
継
い
だ
。

　
『
東
洋
大
学
百
年
史
・
資
料
編
』
は
、
当
初
一
冊
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
作
業
を
進
め
る
中
で
、
本
学
の
資
料
を
一
九
四
九
（
昭

和
二
四
）
年
の
新
制
大
学
発
足
を
境
と
し
、
そ
れ
以
前
と
以
後
の
二
期
に
分
け
、
工
・
皿
の
二
部
構
成
と
し
た
。
「
資
料
編
I
」
は

上
・
下
二
冊
か
ら
な
り
、
新
制
大
学
発
足
以
前
の
本
学
関
係
の
基
本
資
料
を
一
〇
編
に
大
別
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
年
次

順
に
配
列
し
て
収
録
し
た
。

　
本
編
の
特
徴
と
し
て
は
、
本
大
学
の
沿
革
を
跡
づ
け
る
た
め
の
基
礎
資
料
で
あ
る
許
認
可
関
係
文
書
の
収
録
に
意
を
注
い
だ
。

　
本
編
を
編
纂
す
る
に
当
た
っ
て
、
特
に
問
題
点
と
し
て
痛
感
し
た
こ
と
は
、
第
一
点
と
し
て
、
組
織
と
人
員
の
配
置
が
し
ば
し
ば

変
更
さ
れ
、
編
纂
の
た
め
の
体
制
が
必
ず
し
も
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。
第
二
点
と
し
て
、
資
料
の
収
集
・
整
理
作
業
と
同

時
並
行
し
て
、
「
資
料
編
」
を
編
纂
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
新
た
な
資
料
が
出
て
く
る
と
入
稿
後
に
追
加
・
補
充
し
な
け
れ

1009



ば
な
ら
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
起
こ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
資
料
が
充
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
抱
え
な
が
ら
も
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、
「
資
料
編
1
」
を
よ
う
や
く
完
成
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
本
編
が
、
「
通
史
編
」
の
編
纂
に
役
立
て
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
本
大
学
史
像
構
築
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
編
纂
室
は
、
「
資
料
編
」
を
編
纂
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
収
集
資
料
を
整
理
し
て
『
東
洋
大
学
史
資
料
目
録
』
一
（
一
九

八
六
年
五
月
）
、
同
二
（
一
九
八
七
年
三
月
）
を
刊
行
し
た
。
さ
ら
に
「
資
料
編
I
」
を
補
う
も
の
と
し
て
、
「
哲
学
館
事
件
新
聞
雑

誌
記
事
集
成
」
（
『
東
洋
大
学
一
〇
〇
年
史
資
料
集
』
第
一
集
、
一
九
九
〇
年
刊
行
予
定
）
の
発
刊
を
計
画
し
て
い
る
。

　
「
資
料
編
工
」
の
担
当
は
、
編
集
に
主
と
し
て
谷
口
房
男
・
豊
田
徳
子
が
当
た
り
、
制
作
に
橋
本
裏
爾
が
、
校
正
に
山
内
瑛
一
・

中
島
宏
・
如
沢
亮
子
・
村
口
智
枝
子
お
よ
び
大
学
院
生
の
尾
崎
晃
・
保
科
富
士
男
・
永
用
俊
彦
が
当
た
っ
た
。
ま
た
原
稿
化
お
よ
び

資
料
の
コ
ピ
ー
な
ど
の
諸
作
業
に
は
、
多
く
の
学
部
生
、
特
に
杉
山
憲
秀
・
高
林
良
和
・
三
阪
徹
の
協
力
を
得
た
。

　
本
編
に
収
録
し
た
貴
重
な
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
学
内
外
の
諸
機
関
な
ら
び
に
関
係
諸
氏
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　
　
　
一
九
八
九
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
洋
大
学
創
立
一
〇
〇
年
史
編
纂
室
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